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[V-223] 名神木曽川橋床版取替工事の橋軸直角方向接合部の合理的な設計につ
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木曽川橋は、上下線全幅員を幅員方向に3分割させたプレキャスト床版を用いて、車線数を
減らさず、橋軸直角方向をPC接合とし床版を取り替える計画である。
PC接合は、設計荷重作用時に引張応力の発生を許容しない。また、配置されるPC鋼材長が
約5.3mと短く、クサビ式定着具ではセットロスの影響が大きく、必要なPC鋼材量が多くな
り、施工性および経済性に劣る構造であった。

そこで、接合部にスリムファスナー形状を採用し、接合部に橋軸直角方向鉄筋とPC鋼材を配
置することで、制御方法をひび割れ発生強度以下とし、セットロスが発生しない補正ナット

付き定着具を採用することで、効率的にプレストレスを導入することとした。
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１．はじめに  

名神高速道路の木曽川橋は岐阜県羽島市～愛知県一宮市

に位置する片側 2 車線の鋼 3 径間連続合成版桁橋×5 連の橋

梁である．本橋は供用開始から約 60 年が経過しており，輪

荷重の繰返し作用による床版劣化が進展しているため，床

版取替えを行うに至った．また，当該橋梁は阪神圏と中京圏

を結ぶ重交通路線であり，近くにはジャンクションがあるため，渋滞が発生しやすい路線であることから，床

版取替工事による交通影響を最小限に抑えるために，現況の片側 2 車線を確保しながら床版取替えを行う方

針で計画されている．そこで，上下線分離構造の中央分離帯に増設桁，中央床版を新設し，有効幅員を拡幅す

ることで，幅員方向に 3 分割させたプレキャスト PC 床版による床版取替を行う方針である．

本稿は木曽川橋床版取替工事の床版設計の内，橋軸直角方向接合部（以下，縦目地）に関する報告である．

２．設計概要 

本工事の橋梁概要を表-1 に示す．現況の床版断面図を図-1 に，当初設計及び詳細設計の床版断面を図-2，3
に示す．
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図-1 更新前床版断面図
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図-2 更新後床版断面図（当初設計）
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図-3 更新後床版断面図（詳細設計）
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表-1 橋梁概要

構 造 形 式 鋼3径間連続合成鈑桁橋×5連

橋   　　長 1014 m

支  間  長 5 × 3@67.3 m

有 効 幅 員 更新前：10.400 m，更新後：11.050 m

床  版  厚 更新前：190 mm，更新後：190 mm
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２．１ 当初設計の課題 

更新床版は上下線全幅員を幅員方向に 3 分割させたプレキャスト PC 床版であり，各プレキャスト PC 床版

の縦目地はプレキャストセグメントの PC 接合（PC 鋼材と非金属ガイドキー）による接合方法（図-2(1)）で

計画されていた．PC 接合は，床版主鉄筋が縦目地で分断され，不連続となっているため，設計荷重作用時に

引張応力の発生を許容しない設計が必要である．また，縦目地に配置される PC 鋼材長が約 5.3m と短いため，

通常のクサビ式定着具ではセットロスの影響が大きく，導入可能なプレストレスが小さくなる．これらの理由

により，必要な PC 鋼材量が多くなり，施工性および経済性に劣る傾向にあった．

２．２ 詳細設計での対応策 

縦目地は，図-2(2)に示すようにマルチせん断キーを有し，縦目地へ床版鉄筋を定着させる形状とし，PC 鋼

材を配置することで，縦目地部の制御方法をひび割れ発生強度以下とすることとした．縦目地充填材には，ひ

び割れ発生強度が 8.0N/mm2，付着強度が 23.5N/mm2 と高い超高強度繊維補強コンクリート（以下，UFC）を

採用した．また，PC 鋼材定着具には，セットロスの影響を無視できる補正ナット付き定着具（写真-1）を採

用することで，短い PC 鋼材であっても効率よくプレストレスを導入できる対策を行った．

３．検討結果 

2.2 に示した対策により，表-2 に示す通り PC 鋼材本数が当初設計時

では床版 1 枚（2.0m/枚）当り 4 本必要であったところ，詳細設計時に

は床版 1 枚（2.2m/枚）当り 2 本にすることができた．これにより全体

の PC 鋼材重量が 90.9t から 40.1t へと低減させることで，現場施工量の

削減にもつながった．

縦目地形状の変更により，引張を許容する PRC 構造が採用できたた

め，縦目地境界部下縁の設計荷重時の発生応力度が，当初設計時の

0.9N/mm2（圧縮）から詳細設計時には-2.55N/mm2（引張）となった．

補正ナット付き定着具の採用により，1 本当りの PC 鋼材応力度はク

サビ式定着具を用いた場合の 972N/mm2 から 1165N/mm2 と改善した．

４．まとめ 

本事例は，UFC を用いた場所打ち目地へ縦目地構造を変更したこと，及び，PC 鋼材定着具に補正ナット付

き定着具を用いて，セットロスの影響を無くし，効率よくプレストレスを導入できるようにすることで，床版

接合部の性能を落とすことなく，PC 鋼材数量，及び，現場施工量を低減させた事例である．本事例が今後の

同種工事の参考となれば幸いである．
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写真-1 補正ナット付き定着具 1)

表-2 PC 鋼材数量

項　　目 単　位 当初計画 詳細設計

PC鋼材径 1S28.6 1S28.6

PC鋼材長 (m) 5.335 5.176

単位重量 (kg/本) 22.57 21.89

床版1枚当

の配置本数
(本/枚) 4 2

床版枚数 (枚) 505 460

縦目地箇所 (箇所) 2 2

PC鋼材重量 (t) 90.9 40.1
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